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間）の開通(2015 年 8 月 30 日)に合わせて、すさみ南 IC 出入り口付近に「道の駅すさみ」
が新設（2015 年 9 月 5 日）された。この紀勢線開通により、観光客の増加などの相互交流
を通した経済効果にあわせて、道の駅すさみは地域の観光、経済、交流、情報発信、防災
拠点となることが求められている。同施設は 2016 年 2 月、全国に 1000 カ所以上ある道の
駅の中から、地域活性化や防災の拠点に期待できる「重点道の駅」に選定され、多くの来
























平洋に面している地域である。最も人口が多かった昭和 20 年の 12,437 人を境に、人口は
減少し、2017年 1月末の人口は 4,249人である。中山間地域では集落を構成する人口の 50％
以上が 65 歳以上の高齢者である「限界集落」が点在しており、人口流出や少子高齢化の影
響を受け、過疎化が急速に進んでいる。和歌山県の市町村別の高齢化率では、すさみ町は














行っている。しかしながら年間観光客は、2010 年の 245,337 人をピークに減少している。 
こういった状況下、2015 年 8 月にすさみ町内に紀勢線が南紀白浜 IC から延伸し、すさ


























































本研究は、紀勢線「南紀白浜 IC～すさみ南 IC」が開通する以前(2013 年)から現地調査に
よるデータ収集を行っており、開通半年後の 2016 年 3 月と 5 月にデータ収集を実施しスト
ロー効果の影響を検証した。「南紀白浜 IC～すさみ南 IC」間は無料区間であり、それまで
主に使用されていた国道 42 号の利用者が大きく減少している。この現象から推測できるこ
とは、近い将来に紀勢線がすさみ南 IC から串本 IC（仮称）まで延伸されると、新しい区
間延伸により経済規模や観光規模の大きな串本町に求心力が移り、すさみ町は単なる高速
道路の通過点になり、串本町に人・モノ・金が流出して地域が空洞化してしまう可能性が
考えられる。様々なマスメディアが「南紀白浜 IC～すさみ南 IC 開通後の国道 42 号交通量
は 8 割減」と発表しており、国道 42 号沿線では、すでにストロー効果による空洞化が発生
している可能性がある。そこで、すさみ IC と国道 42 号とつながっている平松交差点と、




交通量カウントは、平日 3 日間と休日 3 日間の平均値によって交通量概要の割り出しを
行った。道の駅すさみ前交差点から、道の駅すさみの駐車場に出入りした車の数から駐車
場の受け入れキャパシティーは 1 日延べで 1,800 台であることがわかった。マスメディア
の発表について検証すると、上りにおいては紀勢線利用が約 7,900 台に対して 42 号線利用
が約 2,000 台であり、紀勢線利用率は 75％になっている。下りでは紀勢線利用が約 4,000
台に対して国道 42 号利用が約 1,500 台であり、紀勢線利用率は 63％になっている。この利
用率から、国道 42 号に代わる紀勢線「南紀白浜 IC～すさみ南 IC」間は、ストロー効果に
よる空洞化を発生させている原因の１つと考えられることが判明した。すさみ IC が国道 42
号につながっている平松交差点は、すさみ町の中心街を通過していることから、平松交差
点での交通量は、域内交通量の分類と考えられる。平松交差点からすさみ IC への上下交通
量は約 1,900 台、平松交差点から白浜方面上下交通量は約 2,200 台、平松交差点から串本















2010 年に行われた国土交通省道路交通センサスでは、国道 42 号のすさみ町交通量（昼





調査名 調査年度 調査場所 上下合計交通量 
国土交通省道路交通センサス 2010 年 すさみ町内の国道 42 号 2894 台 
本研究調査 2016 年 
すさみ町内国道 42 号と 
すさみ南 IC 合流点 
9100 台 








































国道 42 号 
図－1 平松交差点とインター出入口（道の駅すさみ前）交差点の交通量調査 





国土交通省に登録されている「道の駅」の数は全国に 1,107 駅（2016 年 10 月 7 日時点）
ある。道の駅事業の目的は「道路利用者への安全で快適な道路交通環境の提供」と「地域

























































図－2 車ナンバープレート調査結果     写真－1 新設されたガソリンスタンド 
（出典：筆者作図）              （出典：筆者撮影） 
 


























査（2016 年 5 月）を行った結果（図－3）と、山本ら6が行った全国「道の駅」のアンケー
ト調査結果を比較して地域内発型の産業創出拠点としての役割を考察した。山本らは、2013
年に国土交通省に登録されている「道の駅」1,004 件の内、営業中の 1,000 件を対象にア
ンケート（16 項目の質問）を行った。アンケートの回収率は 51.3％で、複数回答方式であ
る。このアンケートの中から、今後、道の駅すさみで課題となってくると思われる項目を 5



























図－3 道の駅すさみ来場目的       図－4 全国の道の駅併設施設 

































から分析した結果、道の駅すさみには大きな課題が 3 つあることが判明した。 
1 つ目の課題は、道の駅すさみの駐車場は、エビとカニの水族館と共用であり、スペース
が足りないことである。駐車場には大型バス 9 台、普通車 61 台、バイク 10 台、電気自動
車充電スペース 1 台があるが、交通量調査では、来場者がピークを迎える午前 10 時からメ
イン駐車場が満車（写真－2）になり、ピークの正午には、仮設駐車場も満車となり来場者
数が頭打ちになっている。来場者数に制限が加わることで収益の増加が見込めなくなる。











写真－2 ピーク時の満車サイン         図－9 すさみ串本道路計画     








42 号のすさみ町内交通量が 2,894 台（2010 年国土交通省センサス）であったが、本研究の
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